
　いじめる側の心理
熊本県立宇土高等学校

要旨　私たちはいじめをどうしたら減らせるのかと考えたとき、いじめが起こる状態、条件を具体的に知りたいと　

　　　思った。多くの文献はいじめの傍観者のことや、「いじめられた人の気持ちになろう」「いじめられた人のケ

　　　ア」などあまり加害者についての記述は少ないことに気づいた。そこでいじめの加害者側の視点に注目して研

　　　究していくことにした。

1．目的

なぜいじめが起こるのか、なぜ減らないのか、それを考えたと

き私たちは、いじめ側はどういった心理でいじめるのかと思っ

たから。またいじめを減らすことに繋がるのではないかと考え

たから。

2．仮説

いじめの加害者は相手に不満などがあり、その不満が行動を起

こしてしまう。その結果がいじめとなるのではないか。

3．方法

今回は宇土高校２年生106人を対象に

「どこからがいじめになると思うか」

「今までした・された・見たいじめはどんなものだったか」

「目撃したいじめを第三者に報告できるか」

などのアンケートを取った。

4．結果

「どこからがいじめになると思うか。」

　相手がいじめと感じたとき…50人

　大人数対少数になったとき…12人

　暴言・暴力…10人

「今までした・された見たいじめはどんなものだったか」

　悪口・陰口…11人

　集団で一人をいじる…7人

　物を取る・隠す・壊す…5人

「いじめの加害者に加害者である自覚があると思うか」

いいえと答えた理由

遊び・冗談のつもりでやっているから…18人

悪いことをしていると思っていないから…15人

相手が嫌がっていると思っていないから…11人

はいと答えた理由

わかっていて楽しんでいると思うから…7人

自分を正当化していると思うから…3人

「目撃したいじめを第三者に報告できるか」

はいと答えた理由

見て見ぬふりをすることで自分も加害者になるから…17人

助けたいと思うから…17人

いいえと答えた理由

面倒くさい・関わりたくないから…20人

報告することで自分も被害者になりたくないから…12人

それがいじめかどうか判断できかねるから…5人

「なにがきっかけでいじめは起こると思うか」

ささいなこと(勘違い・すれ違い)…35人

行き過ぎたいじり・悪ふざけ…17人

加害者の周りの環境…9人

被害者の容姿・言動…8人

両者の力関係が揺らいだとき…7人

5．考察

アンケート結果から私たちは、大人数対少人数の構図での行き

過ぎた悪ふざけ・いじりなどささいなことから自覚のない加害

者によっていじめが発生してしまうのではないかと考えた。

また、いじめを目撃したときに第三者に報告をしないと答えた

人の中で「面倒くさい」や「関わりたくない」などの回答が

あったがその中に「それがいじめかどうか判断できかる」とい

う回答もあった。いじめの判断が難しくいじめが表面化しない

ことが多いためいじめは減らないのではないかと考えた。

そして、いじめが起こるきっかけとして加害者側の周りの環境

やストレス・嫉妬という回答が多かったが、加害者側はなぜ

気持ちの制御ができないのか？という疑問が出た。

6．感想

今回アンケートを取り、たくさんの意見に触れ、いじめに対す

る考えは人それぞれだなと思いました。今回の研究を次に活か

していきたいです。


